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祭りだワッショイ！
　　秋の夜



内
灘
町
議
会

行
財
政
の﹁
見
え
る
化
﹂を
図
る

情
報
発
信
の

強
化
へ
！

9月 1日から放送開始した金沢ケーブルテレビネット
「うちなだチャンネル」
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ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
鶴
ケ
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片
岡 
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志
雄
さ
ん

奴行列

表
紙
の
こ
と
ば

「
祭
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

　
　
　
　
　
　
　
秋
の
夜
」

10
月
１
〜
３
日
に
行
な
わ
れ
た
菅
原
神
社

（
向
粟
崎
）の
秋
季
祭
礼
。

御
神
輿
の
宮
上
が
り
。
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平
成
₂₈
年
内
灘
町
議
会
９
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
人
事
案
件
な
ど
計
９
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

支え合うまち 活きるまち
あらゆる世代への支援充実へ

9月会議
5日～21日

補
正
予
算

 

︵
全
員
賛
成
︶

１
億
５
０
２
８
万
５
千
円
を
追
加

し
︑
予
算
総
額
は
１
７
９
億
５
５

８
５
万
円
に

平
成
28
年
度
各
会
計
の
予
算
総
額

に
１
億
５
０
２
８
万
５
千
円
を
追

加
し
、
全
会
計
の
予
算
総
額
は
１

７
９
億
５
５
８
５
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

条
例
の
改
正

 

︵
全
員
賛
成
︶

屋
内
多
目
的
広
場
が
₁₂
月
１
日
供

用
開
始

屋
内
多
目
的
広
場
の
使
用
料
金
等

に
つ
い
て
体
育
施
設
条
例
に
追
加
。

二
重
課
税
防
止

日
本
と
台
湾
と
の
間
で
一
般
的
な

租
税
条
約
に
相
当
す
る
取
決
め
が

結
ば
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
税
条
例

を
改
正
。

課
税
の
特
例

町
民
税
で
分
離
課
税
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
特
例
適
用
配
当
等
の
額

を
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
及

び
軽
減
判
定
に
用
い
る
総
所
得
金

額
に
含
め
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
条
例
を
改
正
。

大会出場補助金

 82万円
全国中学校体育大会、北陸吹奏楽コンクール
参加にかかる旅費等。

小学校施設設備改修工事

 324万円
鶴ケ丘小学校の放送設備入替工事。

リハビリテーション技術支援ネットワーク構築事業
 26万円
石川県リハビリテーションセンターと連携し、
講演会・視察・勉強会・福祉用具の啓発事業を実施。

地域支援事業費（介護保険事業）
 27万円
金沢医科大学病院に「認知症初期集中支援チーム」
を設置。

高齢者スポーツ大会

内灘中学校男子ソフトテニス部
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そ の 他 の 主 な 事 業
番組製作委託料 350万円
　 平成28年9月1日から放送開始した、金沢ケーブルテレビネット
「うちなだチャンネル」の自主番組を製作。

新地方公会計システム整備委託料 800万円
　 公会計管理台帳システムを導入し、統一的な基準による財務書類
の作成・公表を平成29年度末までに実施。

公的病院等運営費補助金 1億円
　 救急医療の確保及び地域医療の充実を図るため、金沢医科大学病
院に対し運営費を助成。
　（負担割合　国 8000万円、町2000万円）

予防接種委託料 130万円
　 平成28年10月からB型肝炎ワクチンが定期接種化。接種対象者
は平成28年4月以降に生まれた者。

管理用備品購入費（推進隊） 20万円
　防犯と交通安全推進隊の隊旗を作成。

ふるさと寄附金報償金 300万円
　 内灘町に「ふるさと応援寄附金」を納めて頂いた方へ地元特産品
等を贈呈。　寄附件数の増加。

定住促進奨励金 96万円
　 新婚夫婦が民間賃貸住宅に入居した場合、12ヶ月間、家賃の一部
を助成。申請件数の増加。

創業支援事業補助金 365万円
　 地域商業の活性化及び空き店舗等の解消を図るため、空き店舗等
を利用した創業者に対し、創業にかかる経費及び家賃を補助。申
請件数の増加。

街路樹管理委託料 150万円
　街路樹の剪定費用。

道路施設等管理委託料 150万円
　道路の除草及び側溝清掃等費用。

体育施設管理委託料 47万円
　 平成 28年 12月から供用開始予定の屋内多目的広場の指定管理
委託料（12月から3月までの4ヶ月分）。

体育備品購入費 80万円
　 屋内多目的広場の各種体育備品（ベンチ・支柱・ネット・タイマー
等）、その他備品（運搬用コンテナカー・救急セット・カラーコー
ン等）購入。

支え合うまち 活きるまち

指
定
管
理

 

︵
全
員
賛
成
︶

屋
内
多
目
的
広
場
の
指
定
管
理
者

に
一
般
財
団
法
人
内
灘
町
公
共
施

設
管
理
公
社
を
指
定

指
定
期
間
は
平
成
28
年
12
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
。

人
事
案
件

 

︵
全
員
賛
成
︶

教
育
委
員
会
委
員

 

山や
ま

田だ

　
眞し

ん

一い
ち�

氏　

︵
新
任　
鶴
ケ
丘
︶

任
期
は
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
。

9月会議には、たくさんの方々の
傍聴がありました。

誠にありがとうございました。

満 員 御 礼

多子世帯保育料軽減事業補助金
 154万円
国の低所得世帯に対する保育料減免施策において半額となった
第2子保育料を県と町で2分の1ずつ負担し、保育料を無料化。

多子世帯学童保育料助成金
 46万円
多子世帯の第 3子以降の児童が学童保育クラブを利用した
場合、その学童保育料を助成。

鶴が丘保育園運動会
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確保確保確保ををを！！！
●町の農林水産業を応援すべき
→ JA石川かほくと町漁業組合との合同イ
ベント「とれたて祭」を、糖尿病フェ
アと同時開催した。

●内灘海水浴場の浜茶屋に対し、健全運営
を指導すべき
→ 津幡警察署と連携し、現地パトロール
を行ない指導した。

●行事やイベントは、趣向を凝らして取り
組むべき
→ はまなす歌謡祭の出演者選定、花火大
会の内容充実に努めた。

●健康推進事業をもっと周知すべき
→ 人間ドック助成事業やヘルスアップ事
業・特定健診の受診を町広報、ホーム
ページで周知を図り、関係部署と連携
している。

●コミュニティバスを拡充すべき
→ 現在、増車を含めたルートの見直しを
進めている。

どうなった？
昨年度の指摘・要望事項

太田臣宣　　磯貝幸博
 清水文雄 ◎恩道正博 ○藤井良信 北川悦子

（◎…委員長、○…副委員長）

決算特別委員会

特別会計の借金と貯金

会計名 借金（町債） 貯金(基金）

特別会計合計 91億5770万円 3302万円

公共下水道事業 90億8540万円 0 

新エネルギー事業 5950万円 0 

国民健康保険 1280万円 0 

介護保険 0 3302万円 

特別会計決算

会計名 収入額 支出額

公共下水道事業 13億9127万円 13億8794万円

新エネルギー事業 9152万円 9152万円

国民健康保険 32億9699万円 34億9746万円

後期高齢者医療 2億2936万円 2億2906万円

介護保険 17億2827万円 17億2417万円

水道事業会計決算

区分 収入額 支出額

収益的収入及び支出 6億7642万円 5億6575万円

資本的収入及び支出 7040万円 1億4646万円

すべての収入に占める自主財源の割合は、
35.8％と固定資産税が減少傾向にある
なか、決算特別委員会では、町税をはじめ
とする自主財源の確保が不可欠であると
指摘・要望しました。

今
年
度
の

　
指
摘
・
要
望
事
項

①
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
化
を
図
る
べ
き
。

②
中
国
呉
江
市
と
の
交
流
は
新
た
な
方
向
性
を
検

討
す
べ
き
。

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
早
期
再

開
を
働
き
か
け
る
べ
き
。

④
水
産
資
源
を
守
り
育
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
検
討
す

べ
き
。

⑤
町
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
民
間
活
用
を
図
る
べ
き
。

⑥
道
の
駅
周
辺
の
整
備
、
保
全
を
図
る
べ
き
。

⑦
宿
泊
施
設
の
誘
致
は
、
最
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
。

⑧
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
事
業
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

⑨
中
学
校
備
品
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

⑩
公
民
館
の
耐
震
改
修
を
急
ぐ
べ
き
。
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町税
25億7601万円

（27.3％）

町税
25億7601万円

（27.3％）

地方交付税
24億816万円
（25.5％）

地方交付税
24億816万円
（25.5％）

国庫支出金
13億6306万円

（14.4％）

国庫支出金
13億6306万円

（14.4％）

借入金
8億9675万円

（9.5％）

借入金
8億9675万円

（9.5％）

県支出金
7億5364万円

（8.0％）

県支出金
7億5364万円

（8.0％）

諸収入 2億9484万円（3.1％）諸収入 2億9484万円（3.1％）

地方消費税交付金
4億7520万円

（5.0％）

地方消費税交付金
4億7520万円

（5.0％）

分担金及び負担金 2億2571万円（2.4％）分担金及び負担金 2億2571万円（2.4％）

繰入金 1億3249万円（1.4％）繰入金 1億3249万円（1.4％）

その他 3億1485万円（3.4％）その他 3億1485万円（3.4％）

収 入
（一般会計）

支 出
（一般会計）

93億96万円94億4071万円

民生費
33億8947万円

（36.4％）

民生費
33億8947万円

（36.4％）

土木費
11億5730万円

（12.5％）

土木費
11億5730万円

（12.5％）

教育費
11億 1520万円

（12.0％）

教育費
11億 1520万円

（12.0％）

借入金の返済
9億6715万円
（10.4％）

借入金の返済
9億6715万円
（10.4％）

総務費
10億4980万円

（11.3％）

総務費
10億4980万円

（11.3％）

衛生費
8億709万円
（8.7％）

衛生費
8億709万円
（8.7％）

消防費
3億2792万円

（3.5％）

消防費
3億2792万円

（3.5％）

農林水産業費 1億4337万円（1.5％）農林水産業費 1億4337万円（1.5％）

議会費 1億3205万円（1.4％）議会費 1億3205万円（1.4％）

その他 2億1161万円（2.3％）その他 2億1161万円（2.3％）

平成27年度一般会計、各特別会計の歳入歳出決算認定と水道事業会計の剰余金
の処分については、決算特別委員会を設置し、集中審査の結果、すべて原案の
とおり認定しました。

自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源の の の 27年度
決算

一般会計93億円はどう使われたのか

一般会計の借金と貯金
借金（町債） 貯金(基金）

 100億 379万円
（前年度　99億6070万円）

 16億2149万円
（前年度　15億3607万円）

町民一人あたりの貯金

6万 285円
 （一般会計）

前年度　5万7080円

町民一人あたりの借金

37万1930円
 （一般会計）

前年度　37万135円

平成28年3月末人口26897人（前年度より14人減）

町民１人あたりの費用（一般会計）

34万5799円
（前年度38万3930円）

このように使われました
民生費

12万6017円
土木費
4万3027円

教育費
4万1462円

総務費
3万9030円

借入金の返済
3万5958円

衛生費
3万7円

消防費
1万2192円

農林水産業費
5330円

議会費
4909円

商工費・労働費・その他
7867円
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請
　
願

要 

旨

　
教
職
員
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
専
門
の
職
員
や
ス
タ
ッ
フ
が
学
校

運
営
や
教
育
活
動
に
参
画
す
る
「
チ
ー
ム

学
校
」
の
実
現
を
図
る
た
め
チ
ー
ム
学
校

推
進
法
の
早
期
成
立
を
望
む
。

採 

択

（
賛
成
10
人　
反
対
２
人
）

◎
請
願
者

　
公
明
党
内
灘
支
部 

塚
田　
勝
則

◎
紹
介
議
員 

藤
井　
良
信

要 

旨

　
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
若
者
が
経
済
的
理
由

で
進
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

奨
学
金
や
授
業
料
免
除
な
ど
の
支
援
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
を
目
途
に
給

付
型
奨
学
金
の
創
設
を
望
む
。

採 

択

（
賛
成
11
人　
反
対
１
人
）

◎
請
願
者

　
公
明
党
内
灘
支
部 

塚
田　
勝
則

◎
紹
介
議
員 

藤
井　
良
信

（
原
案
に
賛
成
２
人　
反
対
10
人
）

◎
請
願
者

　
石
川
県
教
職
員
組
合
河
北
支
部

　
執
行
委
員
長　
政
近　
顕
純

◎
紹
介
議
員 

清
水　
文
雄

不
採
択

要 
旨

　
計
画
的
な
教
職
員
の
定
数
改
善
を
推
進

し
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
、
来
年
度
予
算
編
成
で
義

務
教
育
費
の
拡
充
を
望
む
。

原
案
に
賛
成 

清
水
　
文
雄

　
教
育
現
場
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で
、

主
体
的
な
取
り
組
み
を
引
き
出
す
教
育
の

役
割
の
重
要
性
か
ら
も
採
択
す
べ
き
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
の
意
見

　
２
年
前
に
同
じ
よ
う
な
請
願
が
出
さ
れ

た
際
、内
灘
町
の
実
情
に
即
し
た
も
の
を

提
出
す
べ
き
と
の
こ
と
か
ら
、町
議
会
独

自
の
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
に
送
付
し

て
お
り
、そ
の
時
と
の
整
合
性
を
図
る
た

め
今
回
も
同
様
と
す
る
。

請 願 と
審 査の

意 見 書

「
請
願
」
と
は

国
民
に
認
め
ら
れ
た
憲
法
上
の
権
利
の

一
つ
で
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
、
意
見
や
希
望
を
述
べ
る
こ
と
。

請
願
書
の
提
出
に
は
、
議
員
の
紹
介
が

必
要
で
、
受
理
さ
れ
る
と
定
例
会
議
で

審
議
さ
れ
、
本
会
議
の
採
択
を
も
っ
て

意
見
書
と
な
る
。
採
択
さ
れ
た
意
見
書

は
、
さ
ら
に
委
員
会
審
議
と
本
会
議
で

の
採
択
を
も
っ
て
最
終
的
に
国
会
、
各

省
庁
へ
意
見
書
と

し
て
提
出
さ
れ
る
。
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議　案
氏　名

米
田　
一
香

磯
貝　
幸
博

七
田　
満
男

太
田　
臣
宣

生
田　
勇
人

川
口　
正
己

藤
井　
良
信

恩
道　
正
博

北
川　
悦
子

夷
藤　
　
満

清
水　
文
雄

中
川　
　
達

南　
　
守
雄

請願第10号　国の教育予算を拡充することについて × × × × － × × × 〇 × 〇 × ×

請願第11号　 チーム学校推進法の早期制定を求める意見書の提出を求
める請願書 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇

請願第12号　 返済不要の「給付型奨学金」の　創設及び無利子奨学金の
拡充を求める意見書の提出を求める請願書 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議会議案第２号　よりよい教育環境の拡充を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議会議案第３号　 チーム学校推進法の早期制定を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇

議会議案第４号　 返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡
充を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議会議案第５号　 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書の
提出について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

〇は賛成、×は反対、－議長は採決に参加しません。

審議結果一覧 9月会議で
　賛否の分かれた議案一覧

意
見
書

可 

決（
賛
成
11
人　
反
対
１
人
）

太
田
　
臣
宣

　
町
の
実
情
に
沿
っ
た
意
見
書

を
提
出
し
、
国
に
対
し
て
働
き

か
け
、
要
望
し
て
い
く
の
が
議

会
の
務
め
で
あ
る
。

賛 

成

清
水
　
文
雄

　
町
独
自
の
意
見
書
と
し
な
が

ら
請
願
第
10
号
に
全
て
そ
の
内

容
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
請
願

の
採
択
で
足
り
る
は
ず
だ
。

反 

対

Ｖ
Ｓ

可 

決
（
賛
成
11
人　
反
対
１
人
）

可 

決
（
賛
成
10
人　
反
対
２
人
）

可 

決
（
賛
成
11
人　
反
対
１
人
）

北
川
　
悦
子

　

厚
生
年
金
へ
の
加
入
と
な

る
と
事
業
主
で
あ
る
自
治
体

負
担
が
半
分
と
な
る
。
税
金
負

担
つ
ま
り
国
民
負
担
と
な
る
た

め
国
民
の
同
意
を
得
る
の
は

難
し
い
。

反 

対

ミツバちゃん
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一
般
会
計
補
正
予
算

 
︵
全
員
賛
成
︶

元
気
内
灘
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
が
復
活

平
成
2₆
、
2₇
年
度
の
二
か
年
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
が
、
そ
の
経
済
効
果

や
事
業
の
実
施
を
求
め
る
要
望
を

踏
ま
え
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

事
業
費
一
千
万
円
を
新
た
に
計
上
。

条
例
改
正

 

︵
全
員
賛
成
︶

向
粟
崎
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
校
舎

内
に
移
転

向
粟
崎
体
育
館
の
一
階
に
設
置
さ

れ
て
い
た
向
粟
崎
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
が
、
空
き
教
室
を
活
用
し
向
粟

崎
小
学
校
内
に
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

位
置
に
関
す
る
規
定
を
改
正
。

請
負
契
約
の
締
結

 

︵
全
員
賛
成
︶

白
帆
台
小
学
校
建
設
工
事

校
舎
建
築
本
体
工
事

契
約
金
額　
12
億
７
２
２
４
万
円

 

兼
六
建
設
株
式
会
社

校
舎
電
気
設
備
工
事

契
約
金
額

　

２
億
１
４
８
１
万
２
千
円

 
株
式
会
社
柿
本
商
会

校
舎
機
械
設
備
工
事

契
約
金
額

　
１
億
７
６
８
０
万
６
８
０
０
円

　
菱
機
工
業
株
式
会
社
金
沢
支
店

屋
内
運
動
場
建
築
本
体
工
事

契
約
金
額　

２
億
６
４
６
０
万
円

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社

福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

建
築
工
事

契
約
金
額　
３
億
３
４
８
０
万
円

 

株
式
会
社
豊
蔵
組

機
械
設
備
工
事

契
約
金
額

　
１
億
１
５
１
８
万
２
千
円

 

株
式
会
社
津
幡
工
業

視察レポート 議会運営委員会
【日程】10月5～7日　【視察先】兵庫県高

たか
砂
さご
市・播

はり
磨
ま
町
ちょう

　

高
砂
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
、
当
初
３
台

で
始
め
た
も
の
を
市
民
の

要
望
も
勘
案
さ
れ
、
15
年

後
の
現
在
で
は
５
台
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
機
器
を
導
入

し
て
、
更
に
利
便
性
を
向

上
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

播
磨
町
議
会
で
は
、
連

合
審
査
会
等
を
設
置
し
て

行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」

を
定
期
的
に
開
催
し
、
町

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

播磨町議会藤原議長のごあいさつ

7
月
会
議　
7
月
₂₉
日

議会録画をご覧下さい ◦町ホームページで、インターネット配信されています。

※動画の閲覧にはW
ウィンドウズ
indows M

メディア
edia P

プレーヤー
layer が必要ですクリック議会

どちらでも
クリック

クリック
議会録画中継
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藤井　良信……………………………… 12
・町の観光施策推進について
・「チーム学校推進法」の認識を示せ
七田　満男……………………………… 13
・防犯カメラ設置に補助金交付制度を創設せよ
・街路樹の適正管理について
中川　　達……………………………… 14
・川口町長の二期目に向けた決意を聞く
・河北潟地区国営事業計画の概要について聞く
米田　一香……………………………… 15
・自分のため・家族のため・地域のための介護予防
・レジリエンス教育で明るく元気な町づくり

ほか1問

清水　文雄……………………………… 16
・内灘海水浴場の管理について
・非正規職員の正規職員化など処遇改善について
恩道　正博……………………………… 17
・宿泊施設の誘致について
・防災対策について
北川　悦子……………………………… 18
・高齢になっても安心して住み続けられる町に
・子育て支援策の充実を
磯貝　幸博 …………………………… 19
・県の新たな子育て支援策への町の対応は
・財政の健全化に向け経費の削減を急げ

一
般
質
問
（
9
月
7
日
）8

人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。
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内灘海岸の周辺整備を示せ

藤井　良信
観光ビジョンを作成中　町長

問�

２
０
２
０
年
︵
東
京
五

輪
︶
を
見
据
え
て
、
町
の
観

光
施
策
と
し
て
の
内
灘
海
岸

周
辺
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答�

現
在
、
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
の
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
中
で
、
駐
車
場
や

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
備

え
た
休
憩
施
設
に
加
え
、
海

岸
管
理
用
の
道
路
な
ど
が
整

備
で
き
な
い
か
検
討
を
し
て

い
る
。

問�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
※
誘
致

を
目
的
と
す
る
新
た
な
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
考
え
、

河
北
潟
周
辺
の
自
然
体
験
ツ

ア
ー
や
歴
史
・
伝
統
・
食
文

化
な
ど
、
観
光
ツ
ア
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
た
め
の
「
広
域
周

遊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

答�

内
灘
町
は
、
の
と
里
山

海
道
の
起
点
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

チ

ー

ム

学

校

問�

文
部
科
学
省
で
は
「
チ

ー
ム
学
校
」
の
実
現
が
審
議

さ
れ
、
国
会
で
は
チ
ー
ム
学

校
推
進
法
の
成
立
が
待
た
れ

て
い
る
。「
チ
ー
ム
学
校
」

の
町
の
見
解
を
示
せ
。

答�

こ
れ
ま
で
は
、
主
に
教

職
員
の
み
で
行
な
っ
て
い
た

学
校
運
営
体
制
に
、
専
門
的

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
さ
せ
る
こ

と
で
、
教
員
が
教
育
活
動
に

専
念
で
き
る
体
制
を
目
指
す

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問�

「
チ
ー
ム
学
校
」
の
制

度
導
入
は
、
町
の
学
校
教
育

現
場
で
の
実
情
か
ら
は
、
ど

の
よ
う
に
評
価
で
き
る
か
。

答�

こ
の
制
度
で
は
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
※

な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
が

増
強
さ
れ
、
多
忙
と
い
わ
れ

る
教
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
質
の
高

い
教
育
や
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
資
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

騎馬戦はチームプレイ

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
外
国
人
旅
行
者
を
自
国

へ
誘
致
す
る
こ
と
。
日
本

で
は
、
海
外
か
ら
日
本
へ

来
る
観
光
客
を
指
す
こ
と

が
多
い
。

※ 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

　
子
ど
も
の
家
庭
環
境
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、児
童
相
談
所
と
連
携

し
た
り
、教
員
を
支
援
し

た
り
す
る
福
祉
の
専
門
家
。

インバウンドもこれで OK!!
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問�

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
積

極
的
に
進
め
よ
。
ま
た
、
今

年
度
の
設
置
計
画
を
示
せ
。

答�

平
成
28
年
度
は
鶴
ケ
丘

中
央
公
園
及
び
文
化
会
館
前

の
地
下
道
出
入
り
口
の
２
カ

所
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
８

月
よ
り
運
用
を
開
始
し
た
。

　
今
後
も
、
津
幡
警
察
署
、

町
会
と
協
議
し
、
通
学
路
な

ど
設
置
効
果
の
高
い
場
所
へ

の
増
設
を
計
画
的
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問�

犯
罪
抑
止
と
地
域
防
犯

力
向
上
を
目
的
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
地
域
団
体

や
個
人
に
対
し
て
、
設
置
費

の
一
部
を
補
助
す
る
補
助
金

交
付
制
度
を
創
設
し
、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
促
進
を
図
れ
。

答�

県
内
市
町
で
は
地
域
団

体
等
へ
の
助
成
制
度
は
あ
る

が
個
人
に
対
し
て
の
助
成
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
補
助

金
制
度
創
設
は
先
進
自
治
体

の
状
況
を
調
査
研
究
す
る
。

街

路

樹

管

理

問�

街
路
樹
の
枝
葉
が
大
き

く
な
り
過
ぎ
て
、
交
通
信
号

や
標
識
が
見
え
に
く
い
、
枝

が
家
の
敷
地
内
に
か
か
っ
て

い
る
な
ど
の
苦
情
が
あ
る
。

　
町
の
街
路
樹
に
対
す
る
認

識
と
管
理
方
針
を
示
せ
。

答�
道
路
と
同
様
に
、
年
次

計
画
に
基
づ
き
適
正
管
理
に

努
め
て
い
る
。
樹
形
を
保
つ

よ
う
、
ま
た
通
行
車
両
や
歩

行
者
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ

う
剪
定
を
実
施
し
て
い
る
。

問�

交
差
点
か
ら
一
定
区
間

街
路
樹
が
無
け
れ
ば
視
認
性

が
高
ま
り
、
交
通
事
故
の
防

止
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

町
の
見
解
を
示
せ
。

答�

交
差
点
付
近
の
街
路
樹

は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
同
様
、

歩
行
者
や
信
号
待
ち
を
し
て

い
る
人
の
安
全
施
設
と
し
て

の
効
果
が
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
か
ら
の
視
認
性

が
確
保
で
き
る
よ
う
適
切
な

管
理
に
努
め
て
い
る
。

防犯カメラ設置に補助金制度を
調査研究したい　町長

七田　満男

標識が見えない

おししさん

365 日稼動中
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町長の二期目へ決意を問う

中川　　達
全身全霊を傾注していく　町長

問�

川
口
町
長
の
力
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
積

極
的
な
町
政
運
営
と
着
実
な

歩
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
二
期

目
へ
の
決
意
を
問
う
。

答�

乳
児
及
び
児
童
医
療
費

助
成
を
拡
大
、
白
帆
台
小
学

校
建
設
に
着
手
、
地
区
公
民

館
の
耐
震
改
修
、
地
域
防
災

セ
ン
タ
ー
整
備
に
着
手
、
屋

外
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
、
屋
内

多
目
的
広
場
整
備
、
温
浴
施

設
建
設
に
着
手
、
合
葬
式
墓

所
の
建
設
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
更
新
、
消
雪
施
設
を

順
次
整
備
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
の
実
施
、
ミ
ル
ク

王
国
ウ
チ
ナ
ダ
を
創
設
、
北

部
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
、
そ

し
て
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
組
織

へ
の
改
編
な
ど
、
公
約
と
し

て
掲
げ
て
い
た
全
て
の
政
策

に
着
手
が
で
き
た
。

　
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
に
、
今
後
も
全
身
全
霊
を

傾
注
し
て
い
く
覚
悟
だ
。

河
北
潟
地
区
国
営
事
業

問�

国
が
進
め
る
河
北
潟
地

区
国
営
事
業
計
画
で
は
、
平

成
2₇
年
度
よ
り
農
業
揚
水
機

の
修
理
な
ど
更
新
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
な

ど
町
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

答�

河
北
潟
国
営
施
設
応
急

対
策
事
業
で
は
東
部
第
１
・

第
２
・
西
部
・
南
部
の
４
つ

の
揚
水
機
場
の
ポ
ン
プ
及
び

電
気
設
備
の
改
修
で
、
工
期

は
平
成
32
年
ま
で
の
６
年
間
。

問�

国
営
総
合
農
地
防
災
事

業
で
は
河
北
潟
周
辺
地
区
調

査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
事

業
予
算
と
今
後
の
予
定
は
。

答�

こ
の
国
営
事
業
は
河
北

潟
干
拓
地
及
び
周
辺
地
区
の

農
地
・
宅
地
な
ど
の
湛
水
被

害
対
策
を
図
る
た
め
、
防
潮

水
門
や
排
水
機
場
な
ど
の
整

備
計
画
で
事
業
費
は
３
０
０

億
円
と
想
定
さ
れ
る
。

　
平
成
31
年
度
に
着
工
を
目

指
す
予
定
。

計画の認識を示せ（内灘排水機場）

モーさん

防災の地域拠点
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住民主体の介護予防活動へ助成を
支援策を前向きに検討する　町民福祉部担当部長

米田　一香

問�

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
※
の
運
用
状
況
は
。

答�

平
成
28
年
８
月
末
の
利

用
状
況
は
延
べ
５
７
４
５
件
。

問�

介
護
予
防
に
地
域
住
民

が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

は
重
要
だ
。
こ
れ
ま
で
の
町

の
支
援
状
況
を
示
せ
。

答�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ

側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
民
に
も
介
護

予
防
の
必
要
性
の
周
知
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

問�

介
護
予
防
に
つ
な
が
る

地
域
活
動
に
取
り
組
む
組
織

へ
の
助
成
を
検
討
せ
よ
。

答�

住
民
主
体
の
介
護
予
防

活
動
は
効
果
的
で
有
意
義
で

あ
る
。
今
後
、
介
護
予
防
活

動
に
自
主
的
に
取
り
組
む
団

体
へ
の
支
援
策
を
前
向
き
に

検
討
す
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
育

問�

予
測
で
き
な
い
困
難
な

状
況
に
直
面
し
て
も
、
う
ま

く
対
応
・
回
復
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
※
を

日
頃
か
ら
高
め
て
お
く
教
育

が
大
切
だ
。
ス
ト
レ
ス
と
上

手
に
つ
き
合
い
、
心
の
健
康

を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
で

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
柔
軟
な
思

考
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
含
め
、
町
独
自
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

計
画
せ
よ
。

答�

町
の
地
域
防
災
計
画
に

は
災
害
時
、
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
む
体
制
を
定

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
心
身
共
に
健
康
な

住
民
を
増
や
す
こ
と
は
明
る

く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
重
要
だ
。

　
日
頃
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
に

打
ち
勝
つ
力
や
上
手
に
適
応

す
る
方
法
を
学
ぶ
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
教
育
も
大
切
と
考
え

て
い
る
。
町
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
導
入
を
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

問�

バ
ス
車
内
や
バ
ス
停
へ

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
を
。

答�

先
進
事
例
を
調
査
研
究

し
整
備
に
向
け
検
討
す
る
。

強くしなやかに（向粟崎小学校）

※ 

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム

　
い
く
つ
か
の
質
問
に
答

え
る
と
認
知
症
の
疑
い
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ

ム
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
を
使
い
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
る
。

平
成
28
年
４
月
に
県
内
で

初
め
て
導
入
し
た
。

※
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　
ス
ト
レ
ス
を
跳
ね
返
す

力
や
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
で
き
た
ゆ
が
み
を
元
に

戻
す
力
。

老いも若きもスカットボール
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県へ海岸条例制定を申し入れよ

清水　文雄
条例制定含め協議　都市整備部担当部長

問�

町
は
、
今
年
の
内
灘
海

水
浴
場
浜
茶
屋
の
実
態
と
問

題
点
を
ど
の
よ
う
に
把
握
・

認
識
し
て
い
る
か
。

答�

営
業
時
間
の
遵
守
等
に

つ
い
て
何
度
も
指
導
し
た
が
、

今
年
も
深
夜
ま
で
海
の
家
の

営
業
が
行
な
わ
れ
、
施
設
の

設
置
者
で
あ
る
内
灘
海
岸
海

の
家
管
理
組
合
に
は
、
現
状

の
施
設
を
適
正
に
管
理
運
営

す
る
意
思
と
能
力
が
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

問�

海
の
家
の
営
業
時
間
や

花
火
の
時
間
の
制
限
な
ど
、

海
水
浴
場
管
理
の
ル
ー
ル
や

罰
則
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
を
県
へ
強
く
申
し

入
れ
せ
よ
。

答�

内
灘
海
水
浴
場
は
明
る

く
健
全
に
運
営
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
内
灘
海
岸
の
管
理

者
で
あ
る
県
と
安
全
・
安
心

な
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
条

例
制
定
等
も
含
め
引
き
続
き

協
議
を
し
て
い
く
。

職
員
の
処
遇
改
善

問�

平
成
2₄
年
の
町
非
正
規

職
員
比
率
は
県
内
で
一
番
高

く
、
正
規
職
員
比
率
は
₄8
・

２
％
と
な
っ
て
い
た
が
、
現

状
を
聞
く
。

答�

平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
の
正
規
職
員
比
率
は
₅0
・

13
％
と
改
善
さ
れ
て
い
る
。

問�

非
正
規
職
員
の
正
規
職

員
化
を
図
り
、
正
規
と
非
正

規
の
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件

の
格
差
を
縮
小
す
べ
き
だ
。

答�

嘱
託
職
員
の
処
遇
は
国

の
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
等
に
関
す
る
規
則

を
準
用
し
て
い
る
。
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
勤
務
環

境
の
整
備
を
図
る
。

　
嘱
託
職
員
の
正
規
職
員
化

は
、
正
規
職
員
の
採
用
試
験

を
受
け
て
ほ
し
い
。

　
町
の
嘱
託
職
員
の
賃
金
は
、

県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

年
収
約
２
０
０
万
円
ほ
ど
だ
。

　
財
政
状
況
を
見
き
わ
め
適

正
な
定
員
管
理
に
努
め
た
い
。

運動会がんばるぞ！（北部保育所）

ウチナダー３

浜茶屋のゆくえ
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宿泊施設の誘致を進めよ
積極的に取り組む　町長

恩道　正博

問�

総
合
公
園
内
の
ス
ポ
ー

ツ
会
場
を
利
用
す
る
来
訪
者

や
観
光
客
の
た
め
に
は
宿
泊

施
設
が
必
要
だ
。

　
ま
た
町
民
や
各
種
団
体
が

会
議
な
ど
で
も
利
用
で
き
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
町
の
活
性
化
お
よ
び
町
民

福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
将
来

展
望
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

宿
泊
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
示
せ
。

答�

町
内
に
観
光
客
を
呼
び

込
み
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
上
で
宿
泊
施
設
の
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
観
光
振
興
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
誘
致

は
町
の
地
方
創
生
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
事

業
者
の
情
報
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
情
報
提
供
に
も

力
を
注
ぎ
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

防

災

対

策

問�

一
般
住
宅
の
耐
震
化
率

の
推
移
及
び
耐
震
改
修
工
事

の
補
助
金
交
付
件
数
と
そ
の

金
額
を
示
せ
。

答�

耐
震
化
率
は
、
平
成
18

年
度
末
で
₇3
％
、
平
成
28
年

１
月
時
点
で
約
₇₅
％
と
微
増
。

　
補
助
金
交
付
件
数
は
、
耐

震
診
断
２
件
で
18
万
円
、
改

修
工
事
２
件
で
１
０
０
万
円
。

問�

住
宅
の
耐
震
化
が
進
ま

な
い
要
因
は
。

答�

費
用
面
や
住
宅
の
老
朽

化
で
建
替
え
時
期
が
来
て
い

る
こ
と
等
が
要
因
と
考
え
る
。

問�

新
消
防
庁
舎
で
の
講
習

会
の
開
催
状
況
は
。

答�

新
庁
舎
で
業
務
を
開
始

し
た
平
成
2₇
年
度
の
救
急
講

習
会
の
受
講
者
は
２
４
７
名

で
前
年
度
の
３
倍
に
増
加
し

た
。
防
災
講
習
会
等
に
２
９

１
名
、
庁
舎
見
学
に
８
１
３

名
が
参
加
し
た
。

総合公園一帯

大橋兄弟

まさかに備えた救急講習会
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制度改正への取り組みは

北川　悦子
サービスの多様化を検討　町民福祉部担当部長

問�

国
は
要
介
護
１
・
２
の

人
へ
の
生
活
援
助
、
福
祉
用

具
貸
与
、
住
宅
改
修
を
原
則

自
己
負
担
に
、
ま
た
利
用
料

を
所
得
に
関
係
な
く
２
割
負

担
に
す
る
な
ど
の
制
度
改
正

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
町

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答�

団
塊
の
世
代
が
₇₅
歳
以

上
を
迎
え
る
平
成
3₇
年
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
構

築
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
今
後
、
介
護
給
付
費
や
医

療
費
な
ど
に
対
す
る
財
政
負

担
の
観
点
か
ら
議
論
も
必
要
。

問�

白
帆
台
の
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
※
施
設
「
汐し

お

音ね

う
ち
な
だ
」
が
、
サ
ー
ビ

ス
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

答�

事
業
所
と
連
携
し
な
が

ら
再
開
に
向
け
力
強
く
支
援

し
て
い
く
。

子

育

て

支

援

問�

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

は
就
学
前
は
無
料
、
18
歳
ま

で
は
５
０
０
円
で
病
院
へ
行

け
る
よ
う
に
な
り
８
カ
月
が

過
ぎ
た
。
償
還
払
い
※
の
時

と
比
較
し
て
町
負
担
分
は
い

く
ら
増
額
と
な
っ
た
か
。

答�

１
月
～
６
月
診
療
分
の

月
平
均
支
出
額
は
約
６
０
０

万
円
。
制
度
導
入
前
は
５
０

０
万
円
で
月
１
０
０
万
円
増

え
た
。
年
間
約
１
２
０
０
万

円
の
増
額
と
な
る
。

問�

さ
ら
に
自
己
負
担
額
を

18
歳
ま
で
無
料
と
し
た
場
合
、

い
く
ら
必
要
と
な
る
か
。

答�

月
平
均
約
₉0
万
円
が
必

要
。
年
間
で
は
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
。

問�

県
内
自
己
負
担
な
し
は

今
年
中
に
償
還
払
い
も
含
め

る
と
1₄
市
町
。
無
料
に
せ
よ
。

答�

国
、
県
の
負
担
が
な
け

れ
ば
難
し
い
。

元気いっぱいお散歩中（内灘はまなす保育園）

※
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
通
所
介
護
︵
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
︶
を
中
心
に
、
必
要

に
応
じ
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
訪
問
介
護
を
組
み
合

わ
せ
て
提
供
す
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
。

※
償
還
払
い

　
自
己
負
担
額
を
医
療

機
関
に
い
っ
た
ん
支
払
い
、

そ
の
後
、
申
請
を
行
な
い

町
か
ら
償
還︵
払
い
戻
し
︶

を
受
け
る
こ
と
。

ケアハウス白帆台に併設する汐
しお

音
ね

うちなだ
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子育て支援策への対応は
さらなる支援策に取り組む　町長

磯貝　幸博

問�

町
独
自
に
所
得
制
限
を

な
く
し
て
保
育
料
を
無
償
化

す
る
の
か
、
別
の
取
り
組
み

で
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図
る
の

か
、
県
の
新
た
な
子
育
て
支

援
策
へ
の
対
応
を
問
う
。

答�

県
は
年
収
３
６
０
万
円

未
満
の
世
帯
で
、
第
１
子
の

年
齢
を
問
わ
ず
第
２
子
以
降

の
保
育
料
が
無
料
と
な
る
子

育
て
支
援
策
を
示
し
た
。

　
町
独
自
に
所
得
制
限
を
な

く
し
て
保
育
料
無
償
化
を
進

め
る
こ
と
は
財
政
状
況
を
考

慮
す
る
と
難
し
い
。

　
平
成
28
年
度
は
北
部
保
育

所
で
ゼ
ロ
歳
児
保
育
を
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
一
時

保
育
を
開
始
し
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
。
特
別
保
育

事
業
※
は
県
内
最
高
の
充
実

度
と
考
え
る
。

　
ま
た
親
育
ち
講
座
な
ど
も

開
設
し
、
相
談
体
制
を
強
化

し
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図
っ
た
。

　
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
策

に
取
り
組
む
。

経

費

削

減

問�

少
子
高
齢
化
に
よ
る
税

収
の
減
少
で
、
今
後
の
財
政

悪
化
を
懸
念
す
る
。

　
電
気
・
ゴ
ミ
・
下
水
汚
泥

処
理
の
経
費
削
減
策
を
示
せ
。

答�

電
気
は
料
金
面
の
安
さ

だ
け
で
な
く
、
安
定
供
給
面
、

災
害
時
の
対
応
面
な
ど
検
討

課
題
も
あ
る
。

　
家
庭
ゴ
ミ
は
徹
底
し
た
分

別
、
回
収
機
会
の
多
様
化
で

減
量
化
を
図
る
。
特
に
生
ゴ

ミ
は
堆
肥
化
や
処
理
機
の
購

入
費
助
成
、
ひ
と
絞
り
運
動
、

食
品
ロ
ス
の
低
減
な
ど
周
知

を
一
層
進
め
る
。

　
下
水
汚
泥
は
脱
水
機
の
更

新
等
で
減
量
化
を
図
り
費
用

削
減
に
努
め
て
い
る
。

問�

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
※

へ
の
対
応
を
示
せ
。

答�

地
方
債
借
入
の
利
率
低

下
で
金
利
負
担
が
軽
減
し
た
。

　
今
後
も
市
場
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

親子のふれあい（子育て支援センター）

ギュギュとひと絞り

※
特
別
保
育
事
業

　
休
日
保
育
、
延
長
保
育

や
夜
間
保
育
、
病
児
・
病

後
児
保
育
、
育
児
相
談
等

を
実
施
す
る
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
な
ど
、
就
労
と

育
児
の
両
立
を
支
援
す
る

事
業
。

※
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

　
日
本
銀
行
が
民
間
金
融

機
関
か
ら
の
預
金
の
金
利

を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
金
融

政
策
。
預
金
を
企
業
や
個

人
へ
貸
し
出
し
、
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
。
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そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�　

金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

番
組
制
作
委
託
料
３
５
０

万
円
の
内
訳
は
。

　

�　
委
託
料
３
５
０
万
円
は

30
分
番
組
６
本
分
の
番
組

制
作
費
。来
年
度
以
降
も
新

た
な
番
組
制
作
を
す
る
場

合
に
は
費
用
が
必
要
。

　

�　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の

議
会
中
継
は
。

　
�　

12
月
会
議
か
ら
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

　

�　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加

入
率
が
低
い
。

　

�　
普
及
率
を
高
め
る
た
め
番

組
内
容
の
充
実
に
努
め
る
。

　

�　

創
業
支
援
事
業
補
助
金

の
補
助
対
象
は
。
ま
た
要

綱
の
見
直
し
は
。

　

�　
商
工
会
加
入
者
が
対
象
。

今
後
は
町
内
外
の
差
別
化
、

補
助
金
の
返
還
な
ど
要
綱

見
直
し
を
検
討
す
る
。

問答問答問答問答

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�　

金
沢
医
科
大
学
病
院
へ

の
運
営
費
の
補
助
金
１
億

円
で
は
今
年
度
町
が
２
千

万
円
負
担
す
る
が
、
今
後

も
助
成
は
続
く
の
か
。

　

�　
現
段
階
で
、未
定
。

　

�　

介
護
保
険
特
別
会
計
の

地
方
支
援
事
業
費
委
託
料

の
補
正
で
は
、
金
沢
医
科

大
学
病
院
に「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が

設
置
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
な
の

か
。

　

�　
専
門
医
と
看
護
師
、社
会

福
祉
士
の
３
人
体
制
を
予

定
し
て
い
る
。

問答問答

　

�　
「
み
ん
な
が
元
気
！
健

康
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
事
業
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　

�　
内
灘
元
気
づ
く
り
協
議

会
の
事
業
で
、30
歳
以
上
の

会
員
の
方
々
を
対
象
に
活

動
量
計
を
配
布
し
、計
測
し

た
デ
ー
タ
を
各
公
民
館
や

総
合
体
育
館
・
プ
ー
ル
・
保

健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ

る
専
用
リ
ー
ダ
に
読
み
込

ま
せ
る
こ
と
で
、自
分
の
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
自
身
の
健
康
管
理

の
た
め
の
情
報
が
確
認
で

き
、「
か
ら
だ
見
え
る
化
」に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
す
す

め
る
事
業
。

問答

総務産業
建設常任
委 員 会

文教福祉
常 任
委 員 会

　

内
灘
海
水
浴
場
の
浜
茶

屋
が
18
時
以
降
の
許
可
外
の

「
夜
間
営
業
」
を
行
な
っ
て
お

り
、
町
か
ら
は
、
県
や
津
幡

警
察
署
な
ど
と
共
に
複
数
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
こ

と
や
、
県
か
ら
文
書
で
３
回
、

口
頭
で
10
回
の
計
13
回
行
政

指
導
を
実
施
し
た
こ
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
来

年
度
以
降
の
許
可
に
つ
い
て

な
ど
、
今
後
も
県
に
対
し
適

切
な
海
岸
管
理
を
求
め
る
こ

と
を
強
く
要
望
し
た
。

　

供
用
開
始
は
12
月
か
ら
の

予
定
で
、
町
で
は
冬
場
や
雨

天
時
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

フ
ッ
ト
サ
ル
の
ほ
か
、
保
育

所
の
運
動
会
や
少
年
野
球
、

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

各
種
多
目
的
な
用
途
で
の
、

い
ろ
い
ろ
な
利
用
を
考
え
て

い
る
。

　

委
員
か
ら
も
広
く
活
用
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

内灘海水浴場
　　　浜茶屋の健全運営を求める

屋
内
多
目
的
広
場

　
　
ど
の
よ
う
な
活
用
を

想
定
し
て
い
る
の
か

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

　多くの児童生徒が通学する町道鶴ケ丘東1
号線、大学2丁目地区の急な坂道に消雪装置
を早急に整備せよ。

平成24年9月議会
平成26年6月会議（※）  太田　臣宣

消雪装置（鶴ケ丘・大学地区）を整備せよ

整備が必要な路線と認識している
　消雪整備路線を検討しており、その結果を
踏まえて実施決定し早期完成を目指す。

その後

平成27年度
整備を実施しました。

　消雪装置が整備され、降雪時における
交通の安全確保が図られました。

　大学2丁目の公園横の生活道路は、急勾配
のため、雪が降ると除雪も追いつかず車も出
にくい。消雪装置を整備せよ。

平成25年9月議会  中川　達

大学2丁目の消雪装置を整備せよ

その後

整備方針と照らし合わせ実施する
　消雪用井戸掘り替えによる揚水量の結果を
踏まえ、散水路線の延長を検討する。

答　弁答　弁

※平成26年から本会議の名称が「〇〇議会」から「〇〇会議」に変更となりました。

大学 2 丁目地区鶴ケ丘地区
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リサイクルペーパーを使用しています。

1部あたりの単価は38.28円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
生
田
勇
人

編
　
集
：
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711 広

報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

藤
井　

良
信

　

副
委
員
長　

磯
貝　

幸
博

　

委　
　

員　

米
田　

一
香

　

委　
　

員　

七
田　

満
男

　

委　
　

員　

北
川　

悦
子

　

新
人
議
員
３
人
が
「
う
ち

な
だ
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
今

回
で
７
号
目
。
よ
う
や
く
作

業
に
慣
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

編
集
作
業
は
、
ま
ず
議
会

最
終
日
に
広
報
委
員
で
打
ち

合
わ
せ
を
行
な
う
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
作
業
日
程
や
構
成

案
、
ペ
ー
ジ
担
当
者
を
決
め
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
掲
載
す
る

写
真
の
撮
影
も
行
な
い
、
発

行
ま
で
に
５
～
６
回
の
委
員

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
見

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
更
に
研

鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

〔
七
田　

満
男
〕

議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

次の定例会議は 12 月に開催さ
れます。詳しくは、町ホームペー
ジをご覧ください。
傍聴の受付は当日、庁舎3階のエレ
ベーター横で行なっています。

「
平
和
が
一
番
で
す
ね
」

◆
金
沢
か
ら
鶴
ケ
丘
へ
移
り
住

ん
で
の
印
象
は
？

○
昭
和
41
年
に
移
り
住
ん
だ
頃

の
家
の
前
は
何
も
な
く
白
山

が
き
れ
い
に
み
え
ま
し
た
。

金
沢
ま
で
の
通
勤
が
最
初
は

大
変
で
し
た
。

◆
学
生
の
頃
は
戦
争
中
で
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
話

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

○
学
校
に
は
兵
器
庫
や
実
弾
射

撃
場
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校

は
軍
隊
の
延
長
と
位
置
付
け

ら
れ
、
軍
か
ら
は
現
役
将
校

が
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

18
歳
の
時
兵
隊
に
志
願
し
生

き
て
は
帰
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

◆
と
て
も
姿
勢
が
よ
い
の
で
す

が
秘
訣
は
。

○
学
生
時
代
は
柔
道
を
し
て
い

ま
し
た
。
趣
味
が

グ
ラ
イ
ダ
ー
で
若

い
頃
は
内
灘
の
浜

へ
も
よ
く
来
ま
し

た
。
内
灘
に
来
て

初
め
て
弓
道
に
出

会
い
、
昭
和
52
年

に
弓
道
場
が
完
成

し
て
２
年
後
に
弓
道
協
会
に

入
会
し
ま
し
た
。

◆
若
い
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

○
平
和
が
一
番
で
す
ね
。命
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
議
会
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま

す
。

○
働
い
て
い
る
と
き
か
ら
よ
く

傍
聴
に
行
き
ま
し
た
が
、
聞

こ
え
づ
ら
く
な
っ
て
断
念
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら
皆

勤
賞
を
あ
げ
た
い
ぐ
ら
い
だ

と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。
議
員

さ
ん
に
は
町
の
た
め
に
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

北
川
　
悦
子

今
回
紹
介
す
る
方
は
鶴
ケ
丘

の
片か

た

岡お
か

登と

志し

雄お

さ
ん
で
す
。

良い姿勢の秘訣は弓道
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